生物機能化学科

Biofunctional Chemistry

学術論文・報告等の末尾に示された(a)～(f)は以下のことを表す。
(a)　学部の動物飼育室を利用した成果
(b)　学部の圃場を利用した成果
(c)　学部のファイトトロン，ガラス室，日長操作室等を利用した成果
(d)　学部の農業機械工場，水利実験施設を利用した成果
(e)　附属食資源教育研究センター（旧附属農場）を利用した成果
(f)　共同開発センター，RIセンター等の施設を利用した成果


生物機能分子化学講座

生物化学分野

１. 光合成関連遺伝子など多くの植物遺伝子の発現は光によって調節されている。光応答性遺伝子の発現を調節する光シグナル伝達機構の解析を進め、光シグナル伝達のセカンドメッセンジャーであるcGMPにより数種のフラボノイド合成系遺伝子の発現が誘導されることを見出した。また、光シグナル伝達の新規変異株の単離やヘテロ三量体Gタンパク質と相互作用するタンパク質の解析を行った。さらに、紫外線応答性遺伝子プロモーターの紫外線応答機構を解析している。

２. 植物遺伝子の組織特異的発現機構の解明を目的に、果実だけで発現する遺伝子（ククミシン）のプロモーター中の果実特異的発現に関与するシスエレメントに結合する転写因子のcDNAをクローニングした。また、ククミシンプロモーターを利用して異種タンパク質を果実に発現する形質転換植物の作成を進めている。イネ種子のアリューロン層に特異的に発現する二機能性酵素インヒビターの特性解析を行った。ククミシン前駆体を大腸菌で発現、精製し、プロ配列の分子内シャペロンとしての機能解析を進めている。

３. 高等植物葉緑体では二種類のRNAポリメラーゼ、PEPとNEPが機能している。PEPの転写特異性は6種類の核コードシグマ因子が決定しておりSIG2が複数のtRNA の転写に特異的に関与し、その中にテトラピロール合成系の初発基質でもあるtRNA-Gluが含まれることを見いだした。またNEPには葉緑体局在性のRpoT;3とミトコンドリアと両方に存在するRpoT;2がある。現在これらsig2、RpoT;2、RpoT;3の葉緑体発達と機能維持におおける役割をマクロアレイ技術なども活用して解析している。

４. 窒素同化系において硝酸還元酵素の14-3-3蛋白質による制御をすでに明らかにしているが、合成されるグルタミン酸をアミノアシル化し、葉緑体タンパク質の合成に供するグルタミルtRNA合成酵素もまた14-3-3の標的であることが示唆された。またバクテリアでは細胞内の窒素と炭素のバランスをPII蛋白質を介して感知し、同化系を転写レベルと翻訳後調節の両面で制御しているが、植物にも葉緑体局在性のPIIホモローグが存在する。これらを介したN/Cバランスとタンパク質合成系の相関的分子制御機構を解析中である。

５. DNAのメチル化は、発生、分化に深く関わっている。メチル化関連蛋白質の内、メチル化されたDNAに結合する蛋白質に着目している。この蛋白質と相互作用する蛋白質の分子機能を解明することによりDNAのメチル化と発生、分化の関係を明らかにする。昆虫の神経ペプチドの分泌機構を解析するために、低分子量GTP結合蛋白質のcDNAをクローニングし、大腸菌で発現させた。発現させた蛋白質はプロテインキナーゼによりリン酸化された。現在、このリン酸化の機構について解析している。

６. 近年、極限環境下で機能する蛋白質が、構造と機能の相関を探る研究において注目されている。しかし、低温域で高い活性を示す酵素（低温活性酵素）についての研究例は少ない。そこで好冷菌より複数種の酵素の精製と遺伝子クローニングを行い、それらの酵素が低温において効率良く活性を発現することを明らかにした。現在、低温酵素の酵素的特性を導く構造的要因を解析している。
1. 公表学術論文

原著論文
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その他の学術論文等
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2. 学術講演

田中　寛、金丸研吾、高橋秀夫 (2002)：核ゲノムにコードされるシグマ因子群による葉緑体遺伝子転写制御、第25回日本分子生物学会年会、講演要旨集, p395
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山本千晶、鶴田宏樹、山形裕士、相薗泰生 (2003) ：Hydrophobic interaction responsible for constructing the active center of cold-active protein-tyrosine phosphatase. 日本生化学会第76回大会、講演要旨集, p1079

吹田憲治、三井麻衣子、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士 (2003)：ダイズフラボノイド合成系酵素遺伝子のcGMPによる発現調節、日本農芸化学会関西支部第432回講演会
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金丸研吾 (2003)：シロイヌナズナ「JCAAアレイの入手方法、使用状況」、シロイヌナズナDNAアレイワークショップ

金丸研吾 (2003)：高等植物葉緑体の発達と遺伝子発現、かずさDNA研究所セミナー

Hanaoka, M., Kanamaru, K., Tanaka, K. and Takahashi, H. (2003): Transcriptional regulation of plastid genes by interaction of eukaryotic RPL32-like protein with NEP RNA polymerase in Arabidopsis thaliana.

   ISPMB 2003, International Society of Plant Molecular Biology, Barcelona, Spain, 2003. 6

宇野知秀、平垣　進　(2003)：カイコ脳低分子量G蛋白質(Rab)のcDNAクローニングとその発現，日本蚕糸学会第７3回大会講演要旨集，p. 43

Nakao A, Katsurauma C, Uno T., Kanamaru K., Yamagata H. (2003): Small GTP binding proteins from the brain of Bombyx mori., Japan-Korea Joint Seminar on Sericultural Sciences and Insect Industry,

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

修士（平成15年3月）

吹田憲治：cGMPによる植物遺伝子発現の調節

谷　慎也：Cold-active catalaseの分子特性

田村　隼：部位特異的変異を用いたCold-active tyrosine phosphataseの機能解析

東　哲生：Cold-active alkaline phosphataseの大量発現系の確立と構造・機能解析

4. その他の学術研究活動

研究助成金

財団法人ひょうご科学技術協会、平成15年度一般学術助成、山形裕士：植物の光シグナル伝達ネットワークの解析

実吉奨学会、平成15年度研究助成金  金丸研吾：葉緑体tRNAの発現と機能によるダイナミックアレンジメント

科研費若手研究 (B) 宇野知秀：昆虫の脳特異的低分子量GTP結合蛋白質の機能特性 平成14--15年

国際協力

国際協力事業団：山形裕士：JICAアグロバイオテクノロジー研修コース講師及び個別研修

学会活動

日本農芸化学会関西支部評議員：山形裕士

食品・栄養化学分野

　食品には栄養素ではないがヒトの体の機能に大きな影響を与える非栄養素成分も含まれている。ポリフェノールの仲間のフラボン・フラボノール、カテキン、イソフラボンなどである。これらの示す生理機能と、これらはあくまでも非栄養素という異物であるという観点からの代謝・排泄機構を調べている。現在まで当研究分野が明らかにした機能は；①食事発がん物質を究極発がん体に代謝活性化するシトクロームP450(CYP)1A酵素の活性を調節する。②ダイオキシン類を認知してその毒性につながる遺伝子発現に関わるアリル炭化水素受容体(AhR)の活性化を抑える。③このCYPとAhR調節機能は、疎水性、コプラナー構造、分子サイズ約14×8×4Åの３つの化学的特徴をもつフラボン・フラボノール類が顕著である。④ポリフェノール類は強い抗酸化能を有するが、遺伝子の酸化的損傷を抑えるほどの有効性はない。⑤カテキン類は、脂肪細胞のグルコースの取り込みをそのトランスポーターに作用することで調節し、糖尿病を予防する。⑥食事発がん物質が肝、胸腺、脾臓細胞に誘導するアポトーシスを調節する。また、代謝・排泄に関しては、⑦小腸細胞で抱合を受け、血中や肝臓でほとんど代謝されずに尿へ排泄される。⑧したがって体内濃度は低く、μＭ以下である。例えばカテキン類はほとんどが体内では抱合体であり、唯一エピガロカテキンガレートが遊離体で存在するなどである。今後もこれらの点をさらに明確に解明する予定である。

1. 公表学術論文
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Hatanaka, Y., Nakae, D., Mutai, M., Hashizume, K., Kamihara, Y., Kinoshita, N., Tani, Y., Danno, G., Ohta, S., Konishi, Y. and Ashida, H. (2001): Decreased expression of Bcl-x protein during hepatocarcinogenesis induced exogenously and endogenously in rats, Japanese Journal of Cancer Research, 92(12), pp.1270-1277
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Ashida, H., Kitagawa, A., Fukuda, I., Kanazawa, K., and Danno, G. (2001): Green tea extracts suppress oxidative stress induced by dietary lipid peroxidation products. Proceedings of 2001 International Conference on O-CHA(tea) Culture and Science. Session III, pp. 60-63

Fukuda, I., Yabushita, Y., Sakane, I., Kakuda, T., Kanazawa, K., Danno, G., and Ashida, H. (2001): Drinking tea suppresses the transformation of aryl hydrocarbon receptor induced by dioxin. Proceedings of 2001 International Conference on O-CHA(tea) Culture and Science. Session III, pp. 264-267
金沢和樹 (2002): 健康寿命を延ばす食生活を考える，  New Food Industry, 44 (1), pp. 49-56

金沢和樹(2002): フラボノイドの抗酸化機構とタンパク機能調節能.New Diet Therapy（日本臨床栄養協会）, 17 (3,4), pp. 164-171

金沢和樹(2002): 食事ポリフェノールの有効な生理活性. 日本食品新素材研究会誌、5 (1), pp. 9-18.

金沢和樹（2002）：食事ポリフェノール･フラボノイドはがんを予防できるか。がん予防研究会News Letter, No.6299, pp. 3-5

金沢和樹(2002): なぜ微量栄養素がこんなに必要といわれるのか？ 芽生え社

金沢和樹 (2003) 健康食品を考える, 六甲ひろば, 1月号

金沢和樹 (2003) Simultaneous Determination of All Polyphenols, February, The Alchemist

金沢和樹 (2003) フラボノイドの癌予防機構, 医学のあゆみ, 204巻1号, pp.50-54

2. 学術講演

学術講演

吉田聡子, 芦田　均, 金沢和樹 (2002)：収穫後野菜への紫外線照射によるフラボノイド増産法, 日本フードファクター学会(JsoFF)第７回学術集会講演要旨集, pp.56

小土井理恵,福田伊津子, 藪下善行, 西海信, 山本憲朗, 金沢和樹, 芦田　均 (2002)：アリル炭化水素受容体の形質転換を促進する食事因子の作用について, 日本フードファクター学会(JsoFF)第７回学術集会講演要旨集, pp.57

金沢和樹 (2002): 神戸大学農学部FD研修会

藪下善行,西海信,永安弘宜,金沢和樹,芦田　均(2002)：ダイオキシン（TCDD）を投与したモルモットの脂質代謝異常について, 日本農芸化学会関西支部第427回講演会講演要旨集, pp.13
永安弘宜, 青木由葵子, 金沢和樹, 芦田　均 (2002): L6筋肉細胞における茶カテキンの糖輸送促進作用について, 日本農芸化学会関西支部第427回講演会講演要旨集, pp.11
Swadesh, K. D., Baba, M., Nishino, H., Sakakibara, H., Komoto, A., Ashida, H. and Kanazawa, K. (2003)：Inhibitory Effect of Fucoxanthin against Colon Cancer, 日本農芸化学会関西支部第428回講演会講演要旨集, pp.6

中川聡史, Roumiana Tsenkova, 芦田　均, 金沢和樹 (2003)：近赤外分光法による酸化ストレス評価法の開発, 日本農芸化学会関西支部第428回講演会講演要旨集, pp.7

西海信, 藪下善行, 福田伊津子, 小土井理恵, 金沢和樹, 芦田　均 (2003)：野菜抽出物によるアリル炭化水素受容体形質転換抑制能について, 2003年度日本農芸化学会本大会講演要旨集, pp.66

小土井理恵, 福田伊津子, 西海信, 山本憲朗, 金沢和樹, 芦田　均 (2003)：アリル炭化水素受容体を形質転換する食品因子とダイオキシンの作用との比較, 2003年度日本農芸化学会本大会講演要旨集, pp.67

福田伊津子, 小土井理恵, 藪下善行, 金沢和樹, 芦田　均 (2003)：フラボノイドとアリル炭化水素受容体との相互作用について, 2003年度日本農芸化学会本大会講演要旨集, pp.210

西海信,藪下善行,福田伊津子,小土井理恵,金沢和樹,芦田均 (2003)：野菜および果物抽出物によるダイオキシン毒性の抑制効果, 日本食品科学工学会第50回大会講演要旨集, pp.69

畑中豊, 福田伊津子, 西海信, 神原由季, 橋詰 薫, 足立史朗, 谷　洋一, 芦田　均, 鈴木敬一郎 (2003)：肝癌周囲硬変部におけるendoglin/CD105発現の免疫組織化学的解析, 日本癌学会第62回総会総会記事, pp.499,500

福田伊津子, 西海信, 畑中　豊, 水野雅史, 芦田均 (2003)：アリール炭化水素受容体の活性化を測定するELIZAの構築とこれを用いた食品成分のダイオキシン毒性抑制効果の評価, 日本癌学会第62回総会総会記事, pp.508

羽渕祥子, 森　敦美, 後藤美保, 芦田　均, 金沢和樹 (2003)：フラボノール類の新規代謝産物の同定, 日本農芸化学会2003年度関西・中部支部合同大会講演要旨集, pp.41

芦田　均 (2003)：公開シンポジウム 食品によるダイオキシン類の毒性発現作用の評価と制御, 第42回日本栄養・食糧学会近畿支部大会講演要旨集, pp.20

Habuchi, S., Mori, A., Goto, M., Ashida, H. and Kanazawa, K. (2003): A nobel metabolite of dietary flavonol, 1st International Conference on Polyphenols and Health, Abstract, pp.276

Uehara, A., Yanagitani, H., Sakakibara, H., Ashida, H. and Kanazawa, K. (2003): Flavones and flavonols can enter cellular nuclei and suppress the oxidative damage of DNA, 1st International Conference on Polyphenols and Health, Abstract, pp.342

Hashimoto, T., He, Z., Schmid, P.C., Ma, W.-Y., Cho, Y.-Y., Bode, A.M. and Dong, Z. (2003): Caffeine induces G0/G1 cell arrest by targeting CDK4-Rb phosphorylation, Proceedings of the American Association for Cancer Research, Volume 44, 2nd edition

Goto, M., Kanazawa, K. and Tsenkova, R. (2003): Development of an evaluating system for endogenous oxidative stress with a nondestructive method, 4th International Workshop on System Bioengineering for Diagnosis
その他の講演

金沢和樹 (2003)：ポリフェノール分析の日立液体クロマトグラフによる応用，日立分析機器講演会
金沢和樹 (2003)：神戸大学医学部講演会
金沢和樹 (2003)：近畿バイオ関連産業プロジェクト技術シーズ公開会「食品機能性成分のバイオアベイラビリティをあげる組合わせの提案」

金沢和樹 (2003)：がってん健康講座「肥満と糖尿病を予防する」和歌山県吉備町教育委員会生涯学習講座
金沢和樹 (2003)：がってん健康講座「医食同源」和歌山県吉備町教育委員会生涯学習講座
金沢和樹 (2003)：がってん健康講座「お茶とキムチの効力」和歌山県吉備町教育委員会生涯学習講座
金沢和樹 (2003)：がってん健康講座「聞いてびっくり、コーヒーの話し」和歌山県吉備町教育委員会生涯学習講座
金沢和樹 (2003)：福山講演会

金沢和樹 (2003)：大塚化学講演会
金沢和樹 (2003)：兵庫工業会
芦田　均 (2003)：兵庫バイオテクノロジー研究会平成14年度第3回講演会、「食品因子による脂肪細胞の代謝調節について　―肥満抑制と抗糖尿病へのアプローチ―」

芦田　均(2003)：(社)京都府茶業会議所主催、第5回宇治茶健康フォーラム・市民公開講座、「緑茶のダイオキシン毒性抑制効果」

金沢和樹、芦田　均(2003)：近畿経済産業局主催、第1回近畿産学官連携ファーラム－産学官“連携と共創”による近畿経済活性化に向けて－、「野菜ポリフェノールの生活習慣病予防作用とその増産法」

金沢和樹 (2003)：食の安全とは，神戸大学農学部公開講座

芦田　均 (2003)：環境ホルモン・ダイオキシン，神戸大学農学部公開講座

金沢和樹 (2003)：姫路商工会議所講演

金沢和樹 (2003)：神戸大学イノベーション支援本部・連携創造センターシンポジウム

金沢和樹 (2003)：神戸大学農学部、農学新発見セミナー

金沢和樹 (2003)：JAあわじ島講演会

金沢和樹 (2003)：ポリフェノール・フラボノイドの生理機能と商品化，大阪産業創造館イベントセミナー

橋本堂史 (2003)：食品に含まれるポリフェノールの機能解析，㈱日本食品開発研究所主催　第十四回年次講演会（展示）

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

修士（平成15年3月）

小土井理恵：Effect of food factors on the expression of xenobiotics metabolising enzymes

Das Swadesh Kumar：Studies on an anticarcinogenic action of fucoxanthin and a development of the purification method from Laminaria japonica (Kombu)

中川聡史：Development of non-destructive  evaluating system for endogenous oxidative stress with near infrated spectroscopy

永安弘宜：Studies on the novel anti-diabetic actions of green tea
藪下善行：Development of Southwestern-ELIZA (SW-ELIZA) for quantification of transformation of the aryl hydrocarbon receptor

4. その他の学術研究活動

研究助成金

文部科学省科学技術振興調整費，生活者ニーズの対応研究：金沢和樹：食品中の非栄養性機能物質の解析と体系化に関する研究

科学研究費補助金，基盤研究(B)(2)：金沢和樹：食事ポリフェノールの細胞内バイオアベイラビリティの解明

株式会社伊藤園研究助成金：金沢和樹：抗酸化ジュースの開発

株式会社小倉屋山本食品研究助成金：金沢和樹：コンブの抗癌成分の解明

株式会社山田養蜂場研究助成金：金沢和樹：プロポリスの生理機能の解明

武田食品株式会社研究助成金：金沢和樹：グルコース輸送担体の機能調節剤の開発
オリエンタル酵母工業株式会社研究助成金：芦田　均：酵母有用成分の機能性食品への応用に関する研究

オリエンタル酵母工業株式会社、受託研究員費：芦田　均：酵母有用成分の機能性食品への応用に関する研究

株式会社ポッカコーポレーション研究助成金：芦田　均：グァバの抗菌成分の解明

株式会社伊藤園研究助成金：芦田　均：紅茶の生理機能の解明

財団法人新産業創造研究機構受託研究：芦田　均：天然生理活性物質の機能解明

財団法人新産業創造研究機構受託研究：芦田　均：天然物質の機能性評価

学外研究機関との共同研究

University of California, Davis, USA: 芦田　均：Suppression of dioxin toxicity by food  components

State University of Campinas, Brazil:　芦田　均： Biological functions of propolis. 

特許

昆布フコキサンチンの調製方法：金沢和樹：特願2002－240463

ケルセチン組成物、食品保存剤及びその製造方法：金沢和樹：特願2003－025223

新規フラボノイド化合物：金沢和樹：TLOひょうご：特願2003-308400

酸化的ストレスの検出方法：金沢和樹、芦田　均：特願2003-284449

抗炎症組成物：芦田　均：特願2003-272093
学会活動

日本農芸化学会関西支部評議員 ： 金沢和樹, 芦田　均

日本栄養・食糧学会近畿支部評議員：金沢和樹

日本農芸化学会 関西支部開催校 担当幹事 ： 芦田　均

日本農芸化学会 関西支部第428回例会開催：芦田　均

食品因子と生活習慣病予防 国際会議幹事：金沢和樹

文部科学省科学技術総合研究推進委員：金沢和樹

日本過酸化脂質フリーラジカル学会 理事：金沢和樹

日本油化学会酸化部会幹事：金沢和樹
フード・サイエンス・フォーラム幹事：芦田　均
有機機能分子化学分野

1)新しい有機合成反応の開発

　種々の有用な有機化合物を安価かつ効率的に合成するのに役立つ、新しい有機合成反応の開発を目的とした研究を行っている。また、新規に開発した有機合成反応を利用した有用物質の合成も行っている。たとえば、穏和な条件下での炭素-酸素結合の切断を伴う反応を行うための溶媒系の開発を行っており、それをアセタール型の保護基の新規な脱保護への応用や、炭素-酸素結合の切断を伴う置換反応への応用などに展開させている。また、臭化銅(II)を利用した酸化的なラジカル反応の有機合成への応用に関する研究や不斉誘起による有機リン化合物の光学活性体の合成研究を実施中である。

2)生物活性を有する天然物合成研究

　生物活性等の有用な機能が期待されながらも、自然界から得られる量に限りがあったり、そもそも自然界には存在しない物質があり、それらを合成する効率的な方法の開発を目的とした研究を行っている。

　たとえば、「フラボノイド類や植物アレロパシー活性を有する化合物の新規合成」や「植物病に対する誘導抵抗活性を有する脂肪酸誘導体の合成」研究を実施中である。　また、これらの目的で合成した化合物については、他の研究室等と共同でその生物活性についても調べている。

3)生物機能分子の化学構造の解明および合成

植物や昆虫の生態や発育に影響を及ぼす重要な有機化合物の化学構造の解明および化学合成を目的とした研究を学部内他研究室と共に実施した。主に「天敵昆虫の寄主認識物質の構造解明」を目的に、現在、マダニの寄生蜂の認識物質について調べている。

1. 公表学術論文

著書

佐々木満　(2002)：日本の農薬開発、日本農薬学会編（佐々木満他編著、ソフトサイエンス社）全379頁

Sasaki, M (2003):Encyclopedia of Agrochemicals,  ed. by J. Plimmer, John Wiley & Sons,  Organophosphorus fungicides

原著論文

Takikawa, H., Yoshida, M.,and Mori, K. (2001): Synthesis of (+)-Testudinariol A, a Triterpene Metabolite of the Marine Mollusc Pleurobrancus testudinarius, Tetrahedron Lett., 42, pp. 1527–1530
Marukawa, K., Takikawa, H. and Mori, K. (2001): Pheromone Synthesis, Part 207. Synthesis of the Enantiomers of Some Methyl-branched Cuticular Hydrocarbons of the Ant, Diacamma sp., Biosci. Biotechnol. Biochem., 65, pp. 305–314.

Nozawa, D., Takikawa, H. and Mori, K. (2001): Synthesis and Absolute Configuration of Stellettadine A: A Marine Alkaloid that Induces Larval Metamorphosis in Ascidians, Bioorg. Med. Chem. Lett., 11, pp. 1481–1483.

Abe, Y., Takikawa, H. and Mori, K. (2001): Synthesis of Gibbilimbols A-D, Cytotoxic and Antibacterial Alkenylphenols Isolated from Piper gibbilimbum, Biosci. Biotechnol. Biochem., 65, pp. 732–735.
Takikawa, H., Nozawa, D. and Mori, K. (2001): ,Synthesis and Absolute Configuration of Stellettadine A, a Bisguanidinium Alkaloid Isolated from a Marine Sponge Stelletta sp., J. Chem. Soc., Perkin Trans. 1, pp. 657–661.
Yoshida, M., Takikawa, H. and Mori, K. (2001): Triterpenoid Total Synthesis, Part 6. Synthesis of Testudinariols A and B, Triterpene Metabolites of the Marine Mollusc Pleurobrancus testudinarius, J. Chem. Soc., Perkin Trans. 1, pp. 1007–1017.
Duff, C. M., Gries, G., Mori, K., Shirai, Y., Seki, M. Takikawa, H., Sheng, T., Slessor, K. N., Gries, R., Regine, M., Maier, C. T. and Ferguson, D. C. (2001): Does Pheromone Biology of Lambdina athasaria and L. pellucidaria contribute to their reproductive isolation? J. Chem. Ecol., 27, pp. 431–442.

Takagi, M., Takikawa, H. and Mori, K. (2001):  Synthesis of  Methyl　(5Z,9Z,17R)-17-Methylnonadeca-5,9-dioate, the (R)-Enantiomer of the Structure Proposed for a Metabolite of the Philippine Sponge Plakinastrella sp.,  Biosci. Biotechnol. Biochem., 65, pp. 2065–2069.
Ichihashi, M., Takikawa, H. and Mori, M. (2001): Triterpenoid Total Synthesis, Part 7.  Synthesis of (R)-(+)-Hippospongic Acid A, a Triterpene Isolated from a Marine Sponge Hippospongia sp.,  Biosci. Biotechnol. Biochem., 65, pp 2569-2572.
Sasaki, M. and Momose, M..(2002): Asymmetric Synthesis of O-Alkyl phenylphosphinates, Phosphorus, Sulfur and Silicon, 177, pp 2197

Takasu, K.., Takenaka, I. and Sasaki, M. (2002): Physical Factor Affecting External Host Recognition by the Polyphagous Egg Parasitoido Ooencyrtus nezarae (Hymenoptera: Encyrtidae), J. Insect Behaviour, 15, pp831 – 832

Takikawa, H., Hirooka, M. and Sasaki, M. (2002): Synthetic Studies on Breviones: Construction of the CDE ring System, Tetrahedron Lett., 43, pp. 1713-1716  
Mizushina, Y., Murakami, C., Ohta, K., Takikawa, H., Mori, K., Yoshida, H., Sugawara, F. and Sakaguchi, K. (2002): Selective Inhibition of the Activities of Both Eukaryotic DNA Polymerases and DNA Topoisomerases by Elenic Acid, Biochemical Pharmacology, 63, pp. 399-407
Imamura, Y., Takikawa, H. and Mori, K. (2002): Synthesis of (±)-mispyric acid, a triterpene inhibitor of DNA polymerase ｂ isolated from Mischocarpus pyriformis, Tetrahedron Lett., 43, pp. 5743-5746.

Takasu, K., Takano, S., Sasaki, M., Yagi, S. and Nakamura, S. (2003): Host recognition bｙ the tick parasitoid Ixodiphagus hookeri Howard (Hymenoptera: Encyrtidae). Environmental Entomology, 32(3), pp. 614 – 617 .
Takikawa, H., Isono, K., Sasaki, M. and Macias, f. A. (2003): Synthesis and structural revision of annuionone A, Tetrahedron Letters, 44, pp. 7023 – 7025.

Takikawa, H., Hirooka, M. and Sasaki, M. (2003): The first synthesis of racemic brevione B, an allelophathic agent isolated from Penicillium sp., Tetrahedron Letters, 44, pp. 5235 – 5238. 
Mizushina, Y., Murakami, C., Takikawa, H., Kasai, N., Xu, X., Mori, K., Oshige, M., Yamaguchi, T., Saneyoshi, M., Shimazaki, N., Koiwai, O., Yoshida, H., Sugawara, F. and Sakaguchi, K. (2003): Molecular Action Mode of Hippospongic Acid A, an Inhibitor of Gastrulation of Starfish Embryos, J. Biochem., 133, pp.541-552.

Miyake, H., Takizawa, E. and  Sasaki, M. (2003): Synthesis of flavones via the iodine-mediated oxidative cyclization of 1,3-diphenylprop-2-en-1-ones, Bulletin of the Chemical Society of Japan, 76(4), pp. 835 – 836.

Miyake, H., Hirai, R., Nakajama, Y. and  Sasaki, M. (2003): Boron trifluoride mediated allylation of aromatic -bromoketones by allyltributyl-tin, Chemistry Letters, 32(2), pp. 164 – 165.
2. 学術講演

久保耕平、滝川浩郷、三宅秀芳、佐々木　満（2002）：２－置換－4－シアノベンゾジオキサホスホリン　２－オキシド類の合成とその立体化学、日本農芸化学会関西支部第427回講演会要旨集、p.１

中川　文、滝川浩郷、三宅秀芳、佐々木　満（2002）：α－アミノアルキルホスホン酸のα－ヒドロキシアルキルホスホン酸への変換とその立体化学、日本農芸化学会関西支部第427回講演会要旨集、p.２
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矢後美里、三宅秀芳、佐々木　満、今井哲弥、梅津憲治（2002）：フラボン誘導体の合成およびその殺菌、除草活性、日本農芸化学会関西支部第427回講演会要旨集、p.５

佐々木　満、久保耕平、滝川浩郷、三宅秀芳（2002）：２－置換－4－シアノベンゾジオキサホスホリン　２－オキシド類の立体化学、日本農薬学会第28回大会講演会要旨集、p.４２

三宅秀芳、矢後美里、滝沢英造、佐々木　満、今井哲弥、梅津憲治（2002）：フラボン誘導体の合成およびそれらの殺菌活性、日本農薬学会第28回大会講演会要旨集、p.５８

Sasaki,　M (2003): Organophosphorus agrochemicals: selective toxicity and stereoselectivity, 226 ACS National Meeting ,New York, Abstracts, AGRO 83
滝川浩郷（2002）：生物活性天然有機化合物の合成研究、第1回日本農学進歩賞受賞者講演要旨集、p. 19-23

三宅秀芳、津村隆嗣、佐々木　満 (2003)：中性条件下でのアセタール型保護基の簡便な脱保護法、日本化学会第83春期年会 講演予稿集II、1 H6-26　
滝川浩郷、広岡　学、佐々木　満（2003）：ブレビオン類の合成研究、日本農芸化学会2002年度大会講演要旨集，p. 277

磯野和彦、滝川浩郷、佐々木　満、森　謙治（2003）：Annuionone Aの合成研究、日本農芸化学会2002年度大会講演要旨集，p. 277

今村佑介、滝川浩郷、森　謙治（2003）：DNA polymeraseの阻害剤である新規トリテルペンであるMispyric Acidの合成、日本農芸化学会2002年度大会講演要旨集，p. 128

Takikawa, H., Hirooka, M. and Sasaki, M. (2003): Synthetic studies on breviones, allelopathic diterpenoids isolated from Penicillum sp., 3rd Pan Pacific Conference on Pesticide Science, Hawaii, Book of Abstracts, p. 94

滝川浩郷（2003）：生物活性テルペン類の合成研究、第30回有機反応懇談会要旨集、p. 1-4

滝川浩郷、今村佑介、広岡　学、佐々木　満（2003）：Brevione類の合成研究、第45回天然有機化合物討論会要旨集、p. 455-460

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

修士（平成15年3月）

川上　基：脂肪族ニトロ化合物のMichael付加反応におけるジアステレオ選択性に関する研究

千賀真一郎：脂肪酸代謝産物の合成研究

中川　文：ヘテロ原子を含有する生物活性物質の合成研究

広岡　学：Brevione類の合成研究

矢後美里：生物活性を有するフラボン誘導体の合成に関する研究

4. その他の学術研究活動

研究助成金

（文部科学省未来開拓学術研究推進事業）
受託研究　佐々木　満（分担）：昆虫の環境応答機構の解明と制御；害虫と天敵昆虫の相互認識の解明と利用

（科学研究費）
奨励研究(A) 滝川浩郷：生合成的に特異な構造を有する海産トリテルペン類の合成研究

加藤記念バイオサイエンス研究振興財団研究助成金　滝川浩郷：グリーンケミストリーを指向したブレビオン類の合成化学的研究

（奨学寄附金）

住友化学（株）、大塚化学（株）

学外研究機関との共同研究

住友化学（株）：研究代表者　佐々木　満：ヘテロ原子を含有する生物活性物質の合成研究

国際協力

国際協力事業団

佐々木　満：「植物保護のための総合防除集団研修コース」および「環境負荷物質の分析技術及びリスク評価コース」講師、個別指導

三宅秀芳：「植物保護のための総合防除集団研修コース」個別指導

滝川浩郷：「植物保護のための総合防除集団研修コース」個別指導、および「アグロバイオテクノロジー研修コース」講師
特許

新規フラボノイド化合物、金沢和樹、佐々木　満：特願２００２－２６２５２５(平成14年9月9日)

フラボン化合物およびそれを有効成分とする除草剤又は殺菌剤、三宅秀芳、佐々木　満、今井哲弥、

梅津憲治：特願　２００３－６１２５

（平成15年2月28日）

新規フラボノイド化合物及びその利用、金沢和樹、佐々木満：特願２００３－３０８４００（平成15年9月1日）

　

学会活動

日本学術会議植物防疫研究連絡委員：佐々木満

日本農薬学会副会長：佐々木満

日本農薬学会常任編集委員：佐々木満
農薬デザイン研究会委員長：佐々木満

日本農芸化学会全国評議員：佐々木満

日本農芸化学会関西支部評議員：佐々木満

第11回ＩＵＰＡＣ農薬化学国際会議組織委員：佐々木満

第3回環太平洋農薬科学会議実行委員：佐々木満

生物機能物理化学分野

<ジルコニア担持酸化バナジウム触媒への添加物効果の解明>

　ジルコニア担持酸化バナジウム触媒へ貴金属（Rh, Pt, Pd, Ru）およびアルカリ土類金属（Ca）を添加し、その表面構造とNOx還元反応との関係をFTIRとGCMSを用いて検討した。貴金属の少量添加で、プロペンによるNO還元活性は著しく強められた。貴金属添加量を増やした場合にはNO還元活性はさらに強くなるが、添加貴金属のバナジア層表面及び内部のV=O種の結合への影響はその種類によって異なっていた。Ca添加の場合は新たに反応活性なV=O種が生成することでプロペンによるNOの還元活性は強められた。貴金属とCaを同時に添加した場合にはそれらの相乗効果が期待された。すでに一部の系においては予想通りの結果が得られ、さらなる検討がなされている。

<表面増強ラマン散乱分光法による生体分子の構造解析>

　表面増強ラマン散乱 (SERS) 分光法を生体分子の微量検出および構造解析に応用するための基礎研究を行った。種々のベンゼン誘導体のSERSスペクトルを測定し、密度汎関数法によってラマン散乱強度を計算し、ラマンバンドを帰属した。これらの分子プローブを生体高分子（ペプチドや蛋白質など）に導入し、通常のラマン測定より高感度で生体高分子の構造変化を追跡する系を構築中である。

<核磁気共鳴分光法および密度汎関数法による酵素反応機構の解明>

　アシルCoA脱水素酵素中のフラビンアデニンジヌクレオチド (FAD) によるアシル鎖の脱水素反応の遷移状態モデルとして、チアアシル鎖とFADの電荷移動複合体を形成させ、核磁気共鳴（NMR）および可視吸収スペクトルを測定した。また、密度汎関数法によって遷移状態モデルのNMRおよび可視吸収スペクトルを計算したところ、実測値と良い一致が得られた。次に、密度汎関数法を用いて、実際の酵素反応の遷移状態および反応経路を計算し、酵素反応の機構を解明した。いろいろな置換基を導入したFADについて酵素反応の遷移状態および反応経路計算し、反応効率の高いFADの分子設計を行っている。

<不斉分子の絶対配置決定および立体配座解析>

　可視光を照射するとシスートランス異性化が起こることが知られている光学活性(Z)-8-methoxy-4 -cyclooctenoneについて、赤外領域の円偏光二色性 (VCD) および紫外・可視領域の円偏光二色性(ECD)スペクトルを測定し、密度汎関数法によるVCDおよびECDスペクトルのシミュレーションから光学活性(Z)-8-methoxy-4-cyclooctenoneの立体配座解析を行い、絶対配置を決定した。立体配座平衡にある生体分子の絶対配置を決定する手法の確立を試みている。

1. 公表学術論文

原著論文

Toda, Y., Ohno, T., Hatayama, F. and Miyata, H. (2001): Effect of sodium addition to V2O5/ZrO2 catalysts on their acidic properties, surface structures and propan-2-ol decomposition, Appl. Catal. A: General 207, pp. 273-280
Ohno, T., Bunno, Y., Hatayama, F., Toda, Y. and Miyata, H. (2001): Promoting effect of calcium on reduction of NO by C3H6 over V2O5/ZrO2 catalysts, Appl. Catal. B: Environmental 30, pp. 421-428

Ozaki, Y., Sasic, S., Tanaka, T. and Noda, I. (2001): Two-dimensional Vibrational Correlation Spectroscopy: Principle and Recent Theoretical Development, Bull. Chem. Soc. Jpn., 74, pp. 1-7
Tanaka, T., Sato, H., Jung, Y.M. and Ozaki, Y. (2001): Comparison of Near-Infrared Spectroscopy with Raman spectroscopy from the Point of Nondestructive Analysis of Biological Materials, Near Infrared Analysis, 1, pp. 9-20

Tanaka, T., Inoue, K., Kodama, T., Kyogoku, Y., Hayakawa, T. and Sugeta, H. (2001): Conformational Study on Poly- [-(-phenethyl)- L-glutamate] Using Vibrational Circular Dichroism Spectroscopy, Biopolymers (Biospectroscopy), 62, pp. 228-234

Sato, H., Tanaka, T., Ikeda, T., Wada, S., Tashiro, H. and Ozaki, Y. (2001): Biomedical applications of a new portable Raman imaging probe, J. Mol. Struct., 598, pp. 93-96
Ohno, T., Tanaka, E., Hatayama, F., Toda, Y. and Miyata, H. (2001): Promoting effect of Pt addition to V2O5/ZrO2 catalyst on reduction of NO by C3H6, Catal. Lett., 77, pp.183-187 

Katsumoto, Y., Tanaka, T., Sato, H. and Ozaki, Y. (2002): Conformational Change of Poly (N-isopropyl- acrylamide) during the Coil-Globule Transition Investigated by Attenuated Total Reflection / Infrared Spectroscopy and Density Functional Theory Calculation, J. Phys. Chem. A, 106, pp.3429-3435 

勝本之晶、田中丈幸、尾崎幸洋 (2002): 赤外分光法と密度汎関数法を用いた高分子鎖の局所構造の研究、高分子加工, 51, pp.357-366

Ohta, K., Yamada, S., Tanaka, T., and Kamada, K. (2003): Electronic second hyperpolarizability of the carbon tetrachloride molecule, Mol. Phys., 101, pp.315-321
勝本之晶、田中丈幸、尾崎幸洋 (2003): 振動分光法で見るアクリルアミド誘導体ポリマーの局所構造と溶媒和−ポリ(N-イソプロピルアクリルアミド)のコイル・グロビュール転移と局所構造変化, 高分子論文集, 60, pp.256-268

Satoh, A., Nakajima, Y., Miyahara, I., Hirotsu, K., Tanaka, T., Nishina, Y., Shiga, K., Tamaoki, H., Setoyama, C., and Miura R. (2003): Structure of the Transition State Analog of Medium-Chain Acyl-CoA Dehydrogenase. Crystallographic and Molecular Orbital Studies on the Charge-Transfer Complex of Medium-Chain Acyl-CoA Dehydrogenase with 3-Thiaoctanoyl-CoA, J. Biochem. 134, pp.297-304

Tanaka, T., Nakajima, A., Watanabe, A., Ohno, T., and Ozaki, Y. (2003): Surface-enhanced Raman scattering spectroscopy and density functional theory calculation studies on adsorption of o-, m-, and p-nitroaniline on silver and gold colloid, J. Mol. Struct. 661-662C pp.437-449
Tanaka, T., Nakajima, A., Watanabe, A., Ohno, T., and Ozaki, Y. (2003): Surface-enhanced Raman scattering of pyridine and p-nitrophenol studied by density functional theory calculation, Vib. Spectrosc. (in press)

Nishina, Y., Sato, K., Tamaoki, H., Tanaka, T., Setoyama, C., Miura, R., and Shiga, K. (2003): Molecular mechanism of the drop in the pKa of a substrate analog bound to medium-chain acyl-CoA dehydrogenase: Implications for substrate activation, J. Biochem. (in press)
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2. 学術講演

中島　敦、田中丈幸、尾崎幸洋 (2002)：２−アミノ−４−ニトロフェノールの表面増強ラマン散乱の研究，日本分光学会秋季講演会
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土橋慶輔、田中丈幸、大野　隆、幡山文一 (2003)：顕微ラマン分光法によるスクロース結晶構造の解析，日本化学会　第83春季年会　2PA-014.
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勝本之晶、津田加代子、田中丈幸、佐藤春実、尾崎幸洋，大野啓一(2003)：赤外分光法によるpoly(N,N-diethylacrylamide)側鎖アミド基の溶媒和の研究，分子構造総合討論会2003 4Pp049.
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3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

修士（平成15年3月）

大野秀雄：酸化バナジウム触媒への貴金属・アルカリ土類金属の添加効果

4.　その他の学術研究活動

研究助成金

基盤研究(C) (2) (分担) 大野　隆：活性炭クロスの表面改質と電極（キャパシタ）への応用

基盤研究(C) (1) (分担) 田中丈幸：量子化学計算のフラビン酵素反応への適用とその実験的検証

科学技術振興事業団，エントロピー制御プロジェクト (分担) 田中丈幸：光不斉反応生成物の絶対配置決定および立体構造研究

学外機関との共同研究

大阪府立高専、広島県立大：大野　隆：担持酸化バナジウム触媒に関する研究

関西学院大学理工学部、広島大学理学部：田中丈幸：表面増強ラマン散乱による生体分子の微量検出，高分子の体積相転移過程における振動スペクトル解析

熊本大学医学部：田中丈幸：アシルCoA脱水素酵素による脱水反応機構の解明および密度汎関数法による分子設計

大阪大学工学部：田中丈幸：赤外領域および紫外・可視領域の円偏光二色性分光法と密度汎関数法による不斉分子の立体構造解析

産業技術総合研究所関西センター：田中丈幸：非経験的分子軌道法および密度汎関数法による電子および振動の第二超分極率計算

生物機能利用化学講座

植物資源利用化学分野

2002年度から2003年度にかけて職員の入れ替わりがあった。すなわち、2002年12月に玉城一助手が琉球大学農学部助教授に栄転し、2003年３月に岸原士郎教授が退官した。2003年６月に鳥取大学乾燥地研究センターより杉本幸裕教授が着任し、脇内成昭助教授とともに研究室の運営にあたっている。

2002年度の研究課題は、精糖工程における新しい脱色剤の検討、スクロース結晶の融点の制御、酵素を利用したグルコシル基転移、ショ糖からのガラクチノール合成等であった。2003年度はこれらのうち、スクロース結晶の融点の制御に関する研究を継続するとともに、新たに次のような課題に取り組んでいる。
（１）根寄生植物種子発芽刺激物質ストリゴールの生合成経路の解析：ストリゴールを高生産する培養系を確立した。この系に種々の生合成阻害剤や生合成前駆体と考えられる基質を投与し培地の活性を調べることにより、ストリゴール生合成に関わる基礎的な知見を整備している。

（２）新規な根寄生植物種子発芽刺激物質の探索：いくつかの植物の水耕液が根寄生植物の発芽を刺激する活性を有することを見出し、その活性本体の精製を進めている。また、それらの培養系を構築し、発芽刺激活性を高める培養条件を検討している。さらに、発芽刺激物質生産能力の低下した変異体の作出と選抜を進めている。

（３）含塩素アルカロイドの生合成経路の解析：分子内に塩素原子を含む一群のアルカロイドを生産する培養系を確立した。トレーサー実験の結果から予測される、塩素導入反応の基質と考えられる成分を探索し、精製を進めている。

（４）パピルス由来の有用成分の探索：パピルスが生産する有用二次代謝産物の探索を行っている。
1. 公表学術論文

著書
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杉本幸裕，米山弘一（2003）：根寄生植物の種子発芽を刺激する物質，根の研究，12 (2), pp. 51-56
2. 学術講演

菅健太郎，奥野雅浩，向井陽子，岸原士郎，藤井　聰，川崎耕治（2002）：スクロースの結晶化溶液中の不純物が生成した結晶の融点に及ぼす影響，農芸化学会関西支部例会（第427回講演会）

奥野雅浩，岸原士郎，藤井　聰，川崎耕治，大塚　誠（2002）：スクロース結晶の粉砕が融点に及ぼす影響，農芸化学会関西支部例会（第427回講演会）
杉本幸裕，Abdelbagi M. Ali，渡辺美華，藪田純代，木下広美，稲永　忍，板井章浩（2003）：根寄生雑草Striga hermonthicaの発芽におけるエチレンの役割，日本農薬学会大会
佐藤大祐，Ayman A. Awad，矢作友征，竹内安智，米山弘一，松木良祐，関本　均，横田孝雄，杉本幸裕（2003）：根寄生植物種子発芽刺激物質の植物界における分布－Part 1，日本農薬学会大会
佐藤大祐，Awad Ayman，竹内安智，横田孝雄，杉本幸裕，米山弘一（2003）：宿主・非宿主植物による根寄生雑草発芽刺激物質の生産，日本農芸化学会大会

脇内成昭，玉城　一，塩見了平（ 2003）：植物酵素によるショ糖からのガラクチノール合成におけるヌクレオチドのHPLC分析，日本農芸化学会大会

奥野雅浩，仲井奈応子，岸原士郎，大塚　誠，川崎耕治（2003）：種々の溶媒中で調製したスクロース結晶の融点，第101回精糖技術研究会講演会

岸原士郎，奥野雅浩，萬代仁美，大塚　誠，川崎耕治（2003）：スクロース結晶の加熱熔融時の挙動，第101回精糖技術研究会講演会

土橋慶輔，奥野雅浩，田中丈幸，大野　隆，岸原士郎，幡山文一（2003）：顕微ラマン分光法によるスクロース結晶構造の解析，第24回日本糖質学会年会
Uematsu, K., Yoneyama, K., Sugimoto, Y. and Fukui, Y. (2003): A kinase highly homologous to PKA from parasitic plant, PGRSA/JSCRP 

Sato, D., Awad, A. A., Yokota, T., Sugimoto, Y., Takeuchi, Y. and Yoneyama K. (2003): Distribution of strigol analogues, germination stimulants for Striga and Orobanche among host and nonhost plants, PGRSA/JSCRP 

Hattori, T., Inanaga, S., Tanimoto, E., Lux, A., Luxova, M. and Sugimoto, Y. (2003): Silicon-induced changes in visicoelastic properties of root cell walls in Sorghum, 6th Intl. Symposium on Structure and Function of Root
Tsuji, W., Araki, H., Inanaga, S., El-siddig, K. and Sugimoto, Y. (2003): Root development, nodule root emergence and exudation rate in two sorghum cultivars differed from drought tolerance, 6th Intl. Symposium on Structure and Function of Root

佐藤大祐，アワド A. アイマン，山本枝摩，小林正人，竹内安智，横田孝雄，杉本幸裕，米山弘一（2003）：ワタの生産する根寄生雑草発芽刺激物質，植物化学調節学会
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

博士（論文 平成15年３月）

永井幸枝：新規分離株によるスクロースのトレハロースへの効率的連続変換に関する研究

修士（平成15年3月）

塩川信和：結晶化溶液中の塩類がスクロース結晶の融点および溶解度に与える影響

4. その他の学術研究活動

研究助成金

基盤研究(C)(2)：杉本幸裕（代表）：高生産培養系を利用した根寄生雑草種子発芽刺激物質生合成経路の解析

21世紀COE乾燥地科学プログラム：杉本幸裕（研究協力者）

学外研究機関との共同研究

鳥取大学乾燥地研究センター：杉本幸裕：植物の塩類ストレスに対する生理的応答

神戸パピルス研究所：脇内成昭：パピルス（Cyperus papyrus L.）の栽培と利用

国際協力

国際協力事業団：脇内成昭：JICAアグロバイオテクノロジー研修コース講師

学会活動

日本農芸化学会中四国支部評議員：杉本幸裕

日本農薬学会第29回大会組織員：杉本幸裕

動物資源利用化学分野

岡山高秀研究内容：食肉の熟成指標の検索を目的として実験を進めている。これまで、牛肉の熟成中における低分子量タンパク質の解析を行った。その結果,熟成に伴い顕著に増加する3kDaと8kDa成分を見い出した。今後,これらの成分につき、熟成指標としての可能性を追究する予定である。また、スライス形態の特定加熱食肉製品の色調と脂質酸化に及ぼす抗酸化剤の影響、発色剤無添加の長期熟成型生ハムの発色色素のモデル系による多量発現方法の開発とその有効利用に関する研究についても検討を行っている。

山之上　稔研究内容：食肉の品質は、軟らかさ、味、多汁性、外観などで決定されるが、これらは主に熟成中に起こる食肉タンパク質の変化が影響して付与される。熟成中の食肉タンパク質変化を解析し、肉質との関連性を調べている。また平均的消費者が最も重視するのは軟らかさであるが、熟成中に食肉が軟化する機構は未解明であり、筋原線維を構成するパラトロポミオシンと他の構成タンパク質との相互作用の変化という側面からその機構を追求している。

岩永史朗研究内容：吸血性節足動物唾液腺中には宿主動物の血液、血管、免疫系等に対し特異な活性を示す生理活性物質が含まれている。例えば血液凝固阻害剤、血管拡張物質、免疫抑制剤等があげられる。これらの物質は新規な医療薬剤を開発する際のリード化合物と成ることが期待される。私は吸血性ダニ（フタトゲチマダニ）に着目し、その唾液腺中に発現している遺伝子をすべて解明して様々な生理活性物質の遺伝子を得た。今後はこれら生理活性物質をコードする遺伝子を用い、人工的に生理活性物質を合成し、医療薬剤開発のリード化合物として可能性を探る予定である。
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Yamanoue, M., Kimura, R., Akamatsu, Y., Okayama, T. and Ohashi, A. (2001): Myofibrillar Structural Weakening and Tenderization of Uncooked Cold Shortened Bovine Muscle During Postmortem Storage, Anim. Sci. J., 72, pp.46-53

Yamanoue, M., Ueda, S., Ohashi, A., Yoshiura, Y. and Norioka, S. (2001): Detection of paratropomyosin binding site on connectin filaments at the A-I junction region of skeletal muscle myofibrils, Proc 47th ICoMST, 1, pp. 252-253
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坂田亮一、森田英利、乗松　毅、伊藤典之、長田貞之、岡山高秀、六車三治男（2001）:加熱食肉製品の発色に及ぼす乳清タンパク質酵素分解物の促進効果とその機構, 日本養豚学会誌, 38, pp. 115-124
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Muguruma, M., Nishi,T., Kawahara, S., Yamauchi, K., Fujino, H., Sakata, R., and Okayama, T. (2002): Accelerating effect of milk whey peptides on color formation in meat products. Proc. 48th ICo MST, 2, pp.874-875

Sakata, R., Morita, H., Yamazaki, K., Oshida, T., Okayama, T., Nishiumi, T., Tsuji, S., and Soejima. K. (2003): Acceleration of chicken muscle aging by electrical stimulation. Proc. 49th Inter. Con. Meat Sci. Technol., pp. 333-334

Yamanoue, M., Ueda, S., Ohashi, A., Yoshiura, Y. and Norioka, S. (2003): The N-terminal Sequence of Paratropomyosin Binding Fragments from (-Connection, Biosci. Biotechnol. Biochem. 67, pp.563-569

Iwanaga, S., Okada, M., Isawa, H., Morita, A., Yuda, M., and Chinzei, Y. (2003): Identification and characterization of novel salivary thrombin inhibitors from the ixodidae tick, Haemaphysalis longicornis. Eur. J. Biochem. 270, pp 1926-1934
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岡山高秀, 坂田亮一（2001）：特集　畜産・食品加工素材の変色・変質１.畜産物１.1 食肉類, 冷凍, 76, pp. 387-391

岡山高秀 (2003):食肉の科学－と畜・解体から食肉へ－, 平成１4年度JAS認定製造業者管理担当講習会テキスト, pp15-34, （社）日本食肉加工協会

山之上　稔（2003）：食肉の硬直結合解除の起因である筋節A-I接合部からのパラトロポミオシンの遊離、平成12-13年度科学研究費補助金基盤研究C(2)研究成果報告書、pp.1-17

岩永史朗 (2003)：医薬創製を目的とした吸血性ダニ由来抗凝血物質の機能解析, 財団法人先進医薬研究振興財団　血液医学研究助成　萌芽研究・研究成果報告書（in press）
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山之上　稔・松田　直・久保貴司・岩永史朗（2003）：鶏筋節A-I接合部におけるパラトロポミオシン結合コネクチン断片の大腸菌での発現と精製：第102回日本畜産学会大会講演要旨集, p.72 (f)

Rikuoka, D., Matsui, Y., Iwanaga, S., Yuda, M., and Chinzei, Y. (2003)：Identification of functional region of tick thrombin inhibitor, Madanin：第76回日本生化学会大会講演要旨集, p1077

Kato, N., Iwanaga, S., Isawa, H., Yuda, M., and Chinzei, Y. (2003)：Characterization of two Kuniz type domains of novel contact system inhibitor, Haemaphysalin. ：第76回日本生化学会大会講演要旨集, p1077

Watanabe, T., Iwanaga, S., Yuda, M., and Chinzei, Y. (2003)：Mass sequence analysis of cDNA clones from the salivary gland of Ornithodoros moubata.：第76回日本生化学会大会講演要旨集, p1091

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

修士（平成15年3月）

渡邊剛弘：カズキダニ(Ornithodoros moubata)の吸血機構に関する研究

4. その他の学術研究活動

学会活動

日本食肉研究会・評議員：岡山高秀

日本食肉研究会・編集幹事：山之上　稔

日本農芸化学会・代議員：山之上　稔

研究助成金

奨学寄付金：平成15年度財団法人伊藤記念財団助成：岡山高秀：スライスローストビーフの色調と脂質の酸化に及ぼす各種抗酸化剤の影響

萌芽研究：山之上　稔：機能性食肉タンパク質・ペプチドの微生物大量発現系の構築
若手研究(B)：岩永史朗：吸血性ダニ新規接触相阻害物質に関する研究

未来開拓学術推進事業：岩永史朗：昆虫特異機能の発現機構と開発

学外研究機関との共同研究

三重大学医学部医動物学教室：岩永史朗：吸血昆虫由来生理活性物質に関する研究

国立感染症研究所：岩永史朗：吸血昆虫由来生理活性物質に関する研究

特許

血液凝固阻害活性を有するフタトゲチマダニ由来のHl-1蛋白質：岩永史朗、油田正夫、鎮西康雄：特願2001-317325 (2001. 10. 15)

血液凝固阻害活性を有するフタトゲチマダニ由来のHl-2蛋白質：岩永史朗、油田正夫、鎮西康雄：特願2001-317155 (2001. 10. 15）

血液凝固阻害活性を有するフタトゲチマダニ由来のHl-3蛋白質：岩永史朗、油田正夫、鎮西康雄：特願2001-317156 (2001, 10, 15)

微生物機能化学分野

　微生物機能化学教育研究分野では、有用酵素を生産する微生物を検索し、それらが生産する酵素の性質を明らかにすることを目的として研究を進めている。また、近年、微生物による環境浄化に対する期待の高まりから、本教育研究分野では、一般に環境汚染物質として知られている芳香族化合物の微生物による代謝に関する研究を進めている。これらの研究の中で、微生物による2-aminophenol代謝について示す。本教育研究分野では、2-aminophenolを唯一の炭素源および窒素源として生育できるPseudomonas sp. AP-3を分離し、その代謝経路について解析してきた。微生物による芳香族化合物代謝におけるkey酵素は、芳香環開裂反応を触媒する酵素であるが、本菌は、2-aminophenolを直接メタ開裂する新規芳香環開裂酵素、2-aminophenol 1,6-dioxygenaseを有していた。本酵素を電気泳動的に均一に精製し、その酵素特性を明らかにした。さらに、本酵素をコードする遺伝子（amnBA）をクローニングし、その塩基配列を決定したところ、本菌はamnBAを先頭に、amnBAFEDEHGの順で配置する遺伝子群を有していた。AmnC、E、F、G、Hは、それぞれ既報のメタ開裂経路に関与する酵素のアミノ酸配列と高い類似性を示し、AmnDはP. pseudoalcaligenes JS45由来の2-aminomuconate deaminaseとN末端アミノ酸配列において68.2％の類似性を示した。そこで、amnC、D、E、Fがコードしていると思われる、2-aminomuconate 6-semialdehyde dehydrogenase、2-aminomuconate deaminase、4-oxalocrotonate decarboxylase、および2-oxopent-4-enoate hydrataseを精製し、その酵素化学的性質を明らかにした。また、精製酵素のN末端アミノ酸配列は、amnC、D、E、Fから推定されるアミノ酸配列と完全に一致した。以上の結果から、amn遺伝子群は2-aminophenol代謝酵素系をすべてコードしていると結論した。

1. 公表学術論文

原著論文

Wang, C.-L., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2001): Isolation of a benzoate-utilizing Pseudomonas strain from soil and production of catechol from benzoate by transpositional mutants. Microbiol. Res., 156, pp. 151-158

Wang, C.-L., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2001): Production of catechol from benzoate by the wild strain Ralstonia species Ba-0323 and characterization of its catechol 1,2-dioxygenase. Biosci. Biotechnol. Biochem., 65, pp. 1957-1964 (f)

Takashima, A., Murakami, S., Takenaka, S., and Aoki, K. (2001): Regulation by two CatR proteins that differ in binding affinity to catB promoters expressing two cat gene clusters. Biosci. Biotechnol. Biochem., 65, pp. 2146-2153 (f)

Kim, Y.-J., Yoshizawa, M., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2002): Ammonia assimilation in Klebsiella pneumoniae F-5-2 that can utilize ammonium and nitrate ions simultaneously: purification and characterization of glutamate dehydrogenase and glutamine synthetase. J. Biosci. Bioeng., 93, pp. 584-588 

Kim, Y.-J., Yoshizawa, M., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2002): Isolation and culture conditions of a Klebsiella pneumoniae strain that can utilize ammonium and nitrate ions simultaneously with controlled iron and molybdate ion concentrations. Biosci. Biotechnol. Biochem., 66, pp. 996-1001.

Takenaka, S., Asami, T., Orii, C., Murakami, S., and Aoki, K. (2002): A novel meta-cleavage dioxygenase that cleaves a carboxyl-group-substituted 2-amino- phenol: purification and characterization of 4- amino-3-hydroxy-benzoate 2,3-dioxygenase from Bordetella sp. strain 10d. Eur. J. Biochem., 269, pp. 5871-5877 (f)

Takenaka, S., Okugawa, S., Kadowaki, M., Murakami, S., and Aoki, K. (2003): The metabolic pathway of 4- aminophenol in Burkholderia sp. strain AK-5 differs from that of aniline and aniline with C-4 substituents.  Appl. Environ. Microbiol., 69, pp. 5410-5413
Murakami, S., Hayashi, T., Maeda, T., Takenaka, S., and Aoki, K. (2003): Cloning and functional analysis of aniline dioxygenase gene cluster, from Frateuria species ANA-18, that metabolizes aniline via an ortho-cleavage pathway of catechol. Biosci. Biotechnol. Biochem., 67, pp. 2351-2358
その他の学術論文等

Aoki, K., Takenaka, S., and Murakami, S. (2002): Microbial metabolism of 2-aminophenol: metabolic pathway, enzymes, and complete nucleotide sequence and functional analysis of genes. Recent Res. Devel. Microbiol., 6, pp. 185-197 (f)

2. 学術講演

村上周一郎、田中俊輔、竹中慎治、青木健次（2002）：アニリン資化性グラム陰性菌の分類学的研究、日本農芸化学会関西支部427回講演会講演要旨集、p. 8

奥川　奨、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2003）：アニリン誘導体の微生物代謝（第25報）4-アミノフェノールの代謝に関与する酵素の精製と特性解析、日本農芸化学会関西支部428回講演会講、演要旨集、p. 2

高阪千尋、村上周一郎、竹中慎治、青木健次 (2003)：ベンズアミド資化性菌Arthrobacter sp. BA-5-17のムコン酸サイクロイソメラーゼ遺伝子のクローニング、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 30

松村栄太郎、村上周一郎、竹中慎治、青木健次 (2002)：Rhodococcus sp. AN-22におけるアニリンジオキシゲナーゼ遺伝子の発現特性の解析、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 32

澤見祥弘、村上周一郎、竹中慎治、青木健次 (2003)：アニリン誘導体の微生物代謝（第21報）Bordetella sp. 10dの4-アミノ-3-ヒドロキシ安息香酸2,3-ジオキシゲナーゼをコードする遺伝子のクローニング、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 32

折居千賀，竹中慎治，村上周一郎，青木健次 (2003)：アニリン誘導体の微生物代謝（第22報）2-アミノ-5-カルボキシムコン酸 6-セミアルデヒド分解酵素の特性解析、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 33

笹野廉紘、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2003）：アニリン誘導体の微生物代謝 （第23報） フェニレンジアミン分解菌の分離、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 33

奥川　奨、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2003）：アニリン誘導体の微生物代謝（第24報）4-アミノフェノール資化性菌の分離と代謝関連酵素系の解析、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 33

足立　剛、竹中慎治、村上周一郎、田中満智子、青木健次 (2003)：有用オリゴ糖の微生物生産（第2報）キシロオリゴ糖生産のための培養条件の検討とキシロオリゴ糖高生産性変異株の取得、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 35

竹中慎治，矢野哲也、村上周一郎，青木健次 (2003)：硝酸アンモニウム排水の微生物処理（第5報）NH4+およびNO3−を同時に除去する耐熱性微生物の分離と既報株を用いた両イオン除去に与える炭素源の影響、日本農芸化学会2003年度大会講演要旨集、p. 83

周　　琦、竹中慎治，村上周一郎，青木健次 (2003)：硝酸アンモニウム排水の微生物処理（第6報）NH4+およびNO3−を同時に除去する微生物の検索、日本農芸化学会関西支部432回講演会講、演要旨集、p. 11

（その他の学術講演）

青木健次（2003）：バイオを活用したアンモニア性及び硝酸性窒素の同時除去技術「第３回ＩＩＳシーズフォーラム」、大阪

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

修士（平成15年3月）

足立　剛：微生物によるキシロオリゴ糖の生産とその酵素系の解析

奥川　奨：4-アミノフェノールの微生物代謝：1,2,4-トリヒドロキシベンゼン分解酵素系の解析

折居千賀：4-アミノ-3ヒドロキシ安息香酸の微生物代謝：2-アミノ-5-カルボキシムコン酸6-セミアルデヒド分解酵素の精製と特性解析

神原　舞：Rhodococcus sp. AN-22におけるpositive selection vectorの構築

澤見祥弘：Bordetella sp. 10dの4-アミノ-3-ヒドロキシ安息香酸代謝に関与する遺伝子のクローニング

高阪千尋：Arthrobacter sp. BA-5-17由来ムコン酸サイクロイソメラーゼに関する研究

増田泰明：Bacillus halodurans MS-2-5株由来アルカリ性耐熱性アミラーゼ遺伝子の解析

森崎：Corn steep liquor中の乳酸菌の生育促進物質の分離・同定

4. その他の学術研究活動

学術講演会の開催

Phisit, S. (Chiangmai University) (2003): Characteristics of bacterial azo dye decoloriza-tion by Lactobacillus casei and mode of appli-cation

研究助成金

微生物機能化学研究助成（1件）青木健次

科学研究費、基盤研究（B）村上周一郎：組換え微生物を用いた環境修復のための宿主‐ベクターシステムの開発

科学研究費、若手研究（B）竹中慎治：微生物酵素よるL-リジンから高付加価値物質の生産

野田産研研究助成、奨励研究、竹中慎治：一酸化二窒素（N2O）を発生しない好気的脱窒菌の特性解析と排水処理への応用

拠点大学方式学術交流事業I（日本学術振興会）青木健次、村上周一郎、竹中慎治

拠点大学方式学術交流事業II（日本学術振興会）青木健次、村上周一郎、竹中慎治

学外研究機関との共同研究

Chulalongkorn University：青木健次、村上周一郎、竹中慎治；Carbohydrate-modifying enzymes and production of useful oligosaccharides from thermotolerant microorganisms
Chiangmai University：青木健次、村上周一郎、竹中慎治；Degradation of aromatic and nitro-genous compounds by thermotolerant micro-organisms

国際協力

青木健次：JICAアグロバイオテクノロジーコース、コースリーダー

青木健次：JICAアグロバイオテクノロジーコースにおける講義、個別研修指導

村上周一郎：JICAアグロバイオテクノロジーコースにおける講義、個別研修指導

竹中慎治：JICAアグロバイオテクノロジーコースにおける講義、個別研修指導

特許

微生物を利用してNH4+とNO3-を同時に除去する硝化・脱窒方法、青木健次、竹中慎治、村上周一郎：特願2003-275878

学会活動

日本農芸化学会全国評議員：青木健次

日本農芸化学会関西支部評議員：青木健次

日本生物工学会活動強化委員：青木健次

日本生物工学会関西支部支部委員：青木健次
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